


上町地区内にある備品箱
老朽化が目立ちます

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
、
被
災
さ
れ
た 

皆
さ
ま
方
に
対
し
、
心
か
ら
の
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
が
始
ま
り
、
ひ
と
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
年
頭
か
ら
能
登
半

島
地
震
や
、
羽
田
空
港
で
の
航
空
機
の
衝
突
炎
上
事
故
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
・

事
故
が
立
て
続
け
に
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
常
日
頃
か
ら
の
防
災
へ
の
意

識
付
け
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　
さ
て
、
近
年
は
世
界
各
地
で
戦
争
状
態
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
影
響
や
円
安
も

重
な
り
、
輸
入
品
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ガ
ソ
リ

ン
や
灯
油
を
含
む
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
で
、
家
計
へ
の
負
担
感
が
日
々
増
大
し

て
い
る
と
、
多
く
の
方
が
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
昨
年
は
夏
場
に
高
温
が
続
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
米
を
は
じ
め
と
し

た
農
作
物
の
収
穫
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
当
町
も
例
外
で
は
な
く
、
山

形
県
に
お
け
る
一
等
米
比
率
は
、
近
年
ま
れ
に
見
る
低
水
準
で
し
た
。

　
当
町
議
会
は
、
こ
れ
ら
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
町
執
行
部
と
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
町
の
発
展
の
た
め
議
論
を
重
ね
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た

議
会
運
営
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
が
健
や
か
で
幸
多
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

中
山
町
議
会
議
長

鎌か
ま

　
上か

み

　
　 

徹と
お
る 

　１２月定例会で第６回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ
８８２６万１０００円を増額し、総額で５４億５６０３万３０００円とするものです。見直しの主な内容は次の�
とおりです。

令和５年度一般会計補正予算 令和５年度一般会計補正予算 （第（第６６号）号）

中山町の農業を守る

　猛暑の影響を受け、当町でも、米の１等米比率が大幅に低下
しています。さらに、物価高騰などにより厳しい経営状況と
なっている町内稲作農業者に対し、支援給付金を交付するもの
です。対象は、出荷・販売をしている水稲作付農業者で、支給
額は作付面積１０ａ当たり２０００円となります。

水田営農振興事業

猛暑のツメあと深く
� 増額 ７００万円

ト

ピックス

３

　例年続く猛暑を受けて、生徒の健康上の安全を図るため、中山中学校屋内運動場に可
か

搬
はん

式
しき

冷房機器３台
を導入します。１台当たり約８０万円を見込み、合計で２５7万4000円を増額補正するものです。

中学校管理事業
夏場の体育館を快適に　増額 ２５7万4000円ト

ピックス

４

　１２月定例会が、１２月６日から８日‌
までの会期で開催されました。
　提出された議案は、一般会計・各特
別会計補正予算、条例の設定・制定な
どの計２１件で、すべて原案のとおり可
決されました。�（⇒関連記事Ｐ４・５）
　また、本定例会では今後の議会録画
配信に向けて、追加・更新等を行った
機器の試験運用を行いました。新たに
議場内に２台のカメラを配置し、定例
会本会議の様子を撮影するものです。
　令和５年２月に導入した議会用タブ
レット端末と併せ、議会におけるデジ
タル化を推進するとともに、町民へ開
かれた議会を目指し改革を進めていき
ます。

　町防災訓練の際に、地区および消防団において各地区で管理する
消防施設の設備点検を行ったところ、備品箱・ホース・防火水槽標
示板等について不備が見られる箇所がありました。
　今年度中に、これら備品の更新・補充を行いたいという各地区の
要望を受け、その購入費用の補助金の予算に不足が見込まれること
から増額補正するもので、補正後の総額は７２万２０００円となります。

消防施設・設備整備事業

各地区の消防設備を点検
� 増額 ５２万５０００円

ト

ピックス

２

１２月定例会が開催されました

　令和５年度の山形市（山形市消防本部）への消防事
務委託料の決定および令和４年度の精算により、当初
予算との差額を増額補正するものです。

消防事務委託事業

今年度も大幅な増額補正
� 増額 ２００８万７０００円

ト

ピックス

１
check

　平成２３年度から始まった山
形市への消防事務委託事業で
すが、当初の年間委託料は‌
1億４００0万円前後でした。し
かし、ここ数年は年間２億円

前後と、昨今の物価高騰を鑑
かんが

みても大幅な増額
となっています。また、今回の増額補正に対し、
議員から補正額が大きすぎるとの意見も出てお
り、今後議会だよりでは、その理由や内容など
について改めて検証を行っていきます。

（上段）議場配列図 ・ （下段）議場の様子

傍聴席（定員３０人）

質問席

教育課
課長教育長

議会事務局

演　台

議会
事務局

町長副町長総務広報課
課長

総合政策課
課長

住民税務課
課長

健康福祉課
課長

産業振興課
課長

建設課
課長 議長席

６番
鈴木徹雄

５番
斎藤眞一

１０番鎌上　徹

９番渡邉　史 ２番
須貝勝司

１番
佐東幸治

８番村山　隆 ７番渡辺博文
４番

夛田慎二
３番

田宮昌幸

２台のカメラで撮影します
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月
定
例
会
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月
定
例
会



その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

田
宮　
昌
幸

夛
田　
慎
二

斎
藤　
眞
一

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

村
山　
　
隆

渡
邉　
　
史

鎌
上　
　
徹

４５号
令和５年度中山町一般会計補正予算（第６号）について
歳入歳出予算それぞれ８８２６万１０００円増額し、
歳入歳出予算総額を５４億５６０３万３０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４６号
令和５年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ３４２万２０００円増額し、
歳入歳出予算総額を１１億９８９６万４０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４７号
令和５年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１１３万４０００円増額し、
歳入歳出予算総額を１億６４２４万７０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４８号
令和５年度中山町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１１０万円増額し、
歳入歳出予算総額を１４億４３９３万９０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４９号
中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係する条
例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５０号
中山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す
る法律等の一部改正に伴い、本条例の改正を行う必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５１号
中山町下水道事業の設置等に関する条例の設定について
公共下水道事業及び農業集落排水事業を統合し、地方公営企業
法を適用した下水道事業を設置するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５２号
中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の指定
管理者の指定について
指定団体：株式会社中山町振興公社
指定期間：令和６年４月１日～令和７年３月３１日

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５３号
中山町農村集落多目的共同利用施設の指定管理者の指定について
指定団体：達磨寺・向新田地区農村集落多目的共同利用施設運営管理組合　
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５４号
中山町東部地区多目的交流センターの指定管理者の指定について
指定団体：旭町町内会
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５５号
中山町岡地区文化交流センターの指定管理者の指定について
指定団体：大字岡自治会　
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５６号
長崎農村公園の指定管理者の指定について
指定団体：三軒屋・落合農村公園維持管理組合　
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５７号
岡農村公園の指定管理者の指定について
指定団体：大字岡自治会　
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５８号
小塩農村公園の指定管理者の指定について
指定団体：小塩自治会　
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１２月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

渡邉史議員は病欠。＊注：議長は採決に加わりません。

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

田
宮　
昌
幸

夛
田　
慎
二

斎
藤　
眞
一

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

村
山　
　
隆

渡
邉　
　
史

鎌
上　
　
徹

５９号
お達磨の桜公園の指定管理者の指定について
指定団体：お達磨の桜公園維持管理組合　
指定期間：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６０号
令和５年度中山町一般会計補正予算（第７号）について
歳入歳出予算それぞれ１４１６万３０００円増額し、
歳入歳出予算総額を５４億７０１９万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６１号
令和５年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ５５万４０００円増額し、
歳入歳出予算総額を１１億９９５１万８０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６２号
令和５年度中山町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ４７万８０００円増額し、
歳入歳出予算総額を１４億４４４１万７０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６３号
令和５年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ３７万８０００円増額し、
歳入歳出予算総額を４億８７１６万２０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６４号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給料月額等の改定を行うため ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６５号 特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議会の議員及び町長等に対して支給する期末手当の支給割合を改定するため ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

議
第
５２
号　
中
山
町
町
民
休
養
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り

温
泉
ゆ・ら・ら
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

反
対
討
論

�

佐
東　
幸
治 

議
員

　
私
は
指
定
管
理
者
を
現

状
の
ま
ま
で
の
株
式
会
社

中
山
町
振
興
公
社
と
す
る

こ
と
に
反
対
し
ま
す
。
日

帰
り
入
浴
の
入
湯
税
も
同

公
社
の
収
入
と
す
る
な
ら

ば
、
実
質
的
に
昨
年
度
よ

り
増
額
の
指
定
管
理
料
と

な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
入
湯
税
の
減
少
で
基
金

へ
の
積
立
が
減
る
中
、
施

設
の
維
持
管
理
経
費
の
増

額
も
見
込
ま
れ
、
町
の
財

源
が
不
安
定
化
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
町
全
体
を

見
て
も
庁
舎
建
設
等
の
問

題
も
控
え
て
お
り
、
町
財

源
に
猶
予
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
は
同
公
社
の
株
主

と
し
て
経
営
者
に
対
し
改

善
な
ど
の
指
導
が
で
き
て

い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
私
は
原

案
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論

�

村
山　
　
隆 

議
員

　
反
対
討
論
の
指
摘
内
容

に
は
納
得
し
ま
す
。
た

だ
、
本
日
の
段
階
で
指
定

管
理
者
を
決
め
な
け
れ

ば
、
来
年
度
の
ひ
ま
わ
り

温
泉
ゆ・ら・ら
全
体
の
経

営
に
影
響
が
出
る
こ
と
は

必
至
で
す
。
同
公
社
は
現

在
い
ろ
い
ろ
な
経
営
改
善

策
を
行
っ
て
お
り
、
町
は

そ
れ
を
監
督
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

段
階
で
指
定
管
理
者
変
更

の
議
論
を
す
る
の
は
時
期

的
に
遅
い
と
感
じ
て
お

り
、
私
は
現
状
の
ま
ま
同

公
社
を
指
定
す
る
こ
と
が

最
善
と
考
え
、
原
案
に
賛

成
し
ま
す
。

賛
成
討
論

�

田
宮　
昌
幸 

議
員

　
ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・

ら
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
環
境
が
変
化
し
た
中

で
の
経
営
状
態
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
幅
な
赤
字

が
続
く
状
態
で
は
指
定
管

理
者
の
変
更
も
当
然
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
同
公

社
の
経
営
の
改
善
計
画
を

拝
見
し
、
若
干
の
改
善
と

努
力
が
見
ら
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
来
年
度
、
全
力
で
や
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を

行
う
べ
き
と
考
え
、
私
は

原
案
に
賛
成
し
ま
す
。

賛
成
討
論

�

渡
辺　
博
文 

議
員

　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

助
言
な
ど
を
し
て
も
何
も

変
化
が
な
か
っ
た
た
め
、

本
来
は
反
対
の
立
場
で

す
。
た
だ
、
担
当
課
も
他

施
設
の
視
察
等
を
行
い
な

が
ら
勉
強
し
て
い
る
途
中

で
す
。
ま
た
、
今
定
例
会

の
私
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
付
与
等
の
提

案
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
前
向
き

に
検
討
い
た
だ
き
、
経
営

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
こ
の
た
び
は
賛

成
し
ま
す
。

討
論
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請願と陳情（要望）１２月定例会に陳情２件、要望書１件が提出されました。

医療機関・介護施設への支援の拡充と、患者・利用者の負担を軽減し診療
報酬・介護報酬を大幅に引き上げるための意見書の提出に関する陳情書
受付年月日：令和５年１１月１７日

陳　　情

辺野古新基地建設の断念と日米地位協定の改定、及び安全保障による
米軍基地が必要であるならば全国で平等に負担するよう求める意見書
の提出に関する陳情
受付年月日：令和５年１１月２２日

陳　　情

期　日 会　　議 備　　考

１２月６日
（水）

本　会　議
（全員協議会）

（総務文教常任委員会）
（厚生産業常任委員会）

一般質問

１２月７日
（木） 休　　会 議案調査

１２月８日
（金）

本　会　議
（全員協議会）

（柏倉家住宅保存・　
　利活用特別委員会）

（治山・治水特別委員会）

議第４５号～５２号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
議第５３号～５５号　一括提案理由の説明、質疑、各件毎討論、採決
議第５６号～５９号　一括提案理由の説明、質疑、各件毎討論、採決
議第６０号～６５号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和５年 中山町議会１２月定例会日程表

渡辺　博文 議員（８ページ）
▪‌▪‌��冬季除雪（歩道）について冬季除雪（歩道）について
▪‌▪‌��キャッシュレス決済ポイント付与キャンぺーン等のキャッシュレス決済ポイント付与キャンぺーン等の

取り組みを！取り組みを！

佐東　幸治 議員（９ページ）
▪‌▪‌��夜間でも使用できるＡＥＤを夜間でも使用できるＡＥＤを
▪‌▪‌��有害鳥獣に対する考え方の方向性を明確に有害鳥獣に対する考え方の方向性を明確に

夛田　慎二 議員（１１ページ）
▪‌▪‌��防災訓練で連携強化できたのか防災訓練で連携強化できたのか
▪‌▪‌��政策策定に住民の声を政策策定に住民の声を

田宮　昌幸 議員（１０ページ）
▪‌▪‌��各種施策の推進は図られているのか各種施策の推進は図られているのか
▪▪「街並み景観条例」の制定を「街並み景観条例」の制定を

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、町が
町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

４人の議員が一般質問
　１２月定例会では、４人の議員が９件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一 般 質 問

令和６年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
受付年月日：令和５年９月５日

要　　望

一般質問の日に、質問を予定していた議員が欠席した場合、
　　　欠席した議員から事前に通告※されていた質問はどうなるの？

Ｑ

　中山町議会会議規則第５９条において「質問
の通告をした者が欠席したとき、又は質問の
順序に当たっても質問しないとき、もしくは
議場に現在しないときは、通告は、その効力
を失う」と定められています。
　よって、質問を事前通告していても、会議

当日に質問者が欠席となった場合は、質問が
なかったものとして扱われ、執行部からの‌
答弁も行われません。
　なお、次回以降の本会議において、再度の
通告に基づき質問を行うことができます。

Ａ

＆＆議会あれこれ Ｑ Ａ

※‌�当町議会の一般質問における質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議
長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」を採用しています。
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一 般 質 問

佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

夜間でも使用できるＡＥＤを夜間でも使用できるＡＥＤを

一 般 質 問

渡
わた

辺
なべ

 博
ひろ

文
ふみ

 議員

冬季除雪（歩道）について冬季除雪（歩道）について

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
考
え
方
の

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
考
え
方
の

方
向
性
を
明
確
に

方
向
性
を
明
確
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
付
与

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
付
与

キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
等
の
取
り
組
み
を
！

キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
等
の
取
り
組
み
を
！

問　
歩
行
者
が
通
行
に
苦

労
す
る
よ
う
な
除
雪
状
況

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
改

善
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　
町
の
歩
道
は
、
降

雪
量
が
お
お
む
ね
１０
㎝
に

達
し
た
場
合
や
、
達
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
除

雪
を
行
っ
て
い
る
。

　
除
雪
作
業
後
に
実
施
し

て
い
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
、
積
雪
状
況
を
把

握
し
、
安
心
し
て
通
行
で

き
る
よ
う
適て

き
宜ぎ

、
排
雪
作

業
な
ど
を
実
施
し
、
歩
行

空
間
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

歩
道
の
な
い
道
路

は
、
車
道
除
雪
を
繰
り
返

問　
心
肺
蘇
生
時
に
使
用

す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
町
内
で

も
主
要
な
施
設
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
施
設
閉
館

時
に
使
用
で
き
る
も
の
は

あ
る
の
か
。
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て

「
夜
間
に
使
用
で
き
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
」
を
各
地
区
に
町
の

責
任
と
し
て
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
現
在
、
町
で
は
施

設
１３
か
所
、
車
両
１
台
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
、
夜
間
に

使
用
可
能
な
も
の
は
１
か

所
（
町
役
場
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
で
設
置
し
て
い
る
Ａ

す
こ
と
で
、
道
幅
が
ど
ん

ど
ん
狭
く
な
り
、
歩
行
者

に
と
っ
て
は
大
変
危
険
で

あ
る
。
こ
ま
め
な
排
雪
は

で
き
な
い
の
か
。

建
設
課
長 

状
況
を
確
認

し
、
業
者
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
排
雪
を
実
施
し
て

い
く
。

問　
高
齢
者
は
、
１０
㎝
以

上
の
積
雪
状
況
に
な
る
と

足
が
上
が
り
に
く
く
、
歩

Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
夜

間
で
も
町
民
の
皆
さ
ん

が
使
用
で
き
る
よ
う
、

建
物
の
外
に
設
置
し
直

す
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
を
希
望
す
る
地
区
等

に
、
必
要
性
に
応
じ
て

支
援
で
き
る
よ
う
、
補

助
金
の
創
設
を
検
討
し

て
い
る
。

け
な
い
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
通
学
は
、
登
校
時

よ
り
も
、
気
が
緩ゆ

る
ん
だ
下

校
時
の
ほ
う
が
危
険
だ
と

思
う
が
、
町
民
の
生
活
状

況
を
目
視
で
確
認
し
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

建
設
課
長　

状
況
を
把
握

す
る
た
め
除
雪
後
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

住宅地近くまで出没し始めたイノシシ

主要な施設には設置されているＡＥＤ
（中山町中央公民館） 町民の安全のため、こまめな除排雪を望む

も
同
様
の
制
度
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
周

知
・
広
報
を
行
い
、
積
極

的
な
活
用
を
呼
び
か
け
て

い
く
。

私
の
思
い

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
人
が
集
ま

る
場
所
に
設
置
す
る
だ
け

で
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
町
民
の
安
心
に

つ
な
が
る
。

す
た
め
に
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
対

策
を
講
じ
な
け
れ

ば
と
考
え
る
。

　

方
向
性
と
し

て
、「
有
害
鳥
獣

を
完
全
に
駆
除
す

る
」
や
「
あ
る
程

度
の
緩か

ん
し
ょ
う衝

ス
ペ
ー

ス
を
設
け
共
存
す

る
」
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
町
の

考
え
は
。

町
長　
町
と
し
て

は
、
駆
除
す
る
だ

※‌�ＡＥＤ設置場所は、各自治体の公式ウェブ
サイトや、全国のＡＥＤ設置場所をまとめ
たウェブサイトで、簡単に確認することが
できます。

スマートフォンやパソコンで検索

ＡＥＤ設置場所

う
検
討
し
て
い
く
。

問　
実
際
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
付
与

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

た
遊
佐
町
と
庄
内
町
の
担

当
課
に
出
向
き
話
を
聞
い

て
き
た
が
、
利
用
者
・
事

業
者
の
両
方
か
ら
反
応
が

良
く
、
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ

リ
ッ
ト
を
大
き
く
上
回
る
、

極
め
て
有
効
な
施
策
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
ぜ
ひ
、
早

期
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

産
業
振
興
課
長 

現
在
、
町

商
工
会
か
ら
も
こ
の
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
要
望
が

出
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

私
の
思
い

　
町
民
の
安
全
確
保
は
町

行
政
の
一
丁
目
一
番
地
。

や
り
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は

な
い
。

問　
町
の
商
業
活
性
化
や

町
民
の
生
活
支
援
を
兼
ね

た
政
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

付
与
に
関
す
る
施
策
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
現
在
、
ポ
イ
ン
ト

付
与
事
業
を
含
め
、
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の

懸
念
す
べ
き
課
題
が
あ
る

一
方
、
利
用
者
に
対
す
る

消
費
訴そ

き
ゅ
う求

効
果
は
非
常
に

高
く
、
町
民
以
外
の
利
用

も
大
い
に
期
待
で
き
、
町

内
経
済
の
活
性
化
に
高
い

効
果
が
あ
る
こ
と
や
、
町

内
店
舗
に
と
っ
て
も
新
た

な
顧
客
の
獲
得
が
期
待
で

き
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
関

係
団
体
と
も
意
見
を
交
換

し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

か
つ
多
く
の
町
民
お
よ
び

事
業
者
の
利
益
と
な
る
よ

問　
現
在
、
有
害
鳥
獣
に

よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
町
の

使
命
と
し
て
、「
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
」
と

い
う
大
事
な
役
割
を
果
た

け
で
な
く
、「
共
存
」
の

視
点
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
具
体
的
に
は
、
電

気
柵
等
の
侵
入
防
止
柵
の

設
置
に
よ
り
人
間
と
鳥
獣

の
生
息
域
を
分
断
し
、
す

み
分
け
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
に
よ
る
住
民
や
農

作
物
へ
の
被
害
を
軽
減
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
で
は
、
侵
入
防
止
柵

を
設
置
す
る
際
に
活
用
で

き
る
補
助
金
を
用
意
し
て

お
り
、
ま
た
、
国
や
県
に
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一 般 質 問

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員

防災訓練で防災訓練で
　　連携強化できたのか　　連携強化できたのか

一 般 質 問

田
た

宮
みや

 昌
まさ

幸
ゆき

 議員

各種施策の推進は各種施策の推進は
� 図られているのか　� 図られているのか　
−−第６次中山町総合発展計画について第６次中山町総合発展計画について−−

「
街
並
み
景
観
条
例
」
の
制
定
を

「
街
並
み
景
観
条
例
」
の
制
定
を

政
策
策
定
に
住
民
の
声
を

政
策
策
定
に
住
民
の
声
を

問　
令
和
３
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
第
６
次
中
山

町
総
合
発
展
計
画
」
の
進

捗
状
況
と
、
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

町
長　
総
合
発
展
計
画
に

基
づ
く
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
３
年
を
期
間
と
す

る
実
施
計
画
等
に
基
づ

き
、
前
年
度
の
取
り
組
み

状
況
等
の
評
価
を
行
い
な

が
ら
、
次
年
度
の
当
初
予

算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
、
各
種
施
策
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
。

　

主
な
例
と
し
て
、「
安

心
し
て
生
活
で
き
る
子
育

て
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
産
後

問　
今
年
度
の
防
災
訓
練

に
つ
い
て
、
参
加
し
た
自

主
防
災
組
織
よ
り
、
内
容

が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
と

の
声
が
あ
る
が
、対
象
者
・

目
的
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。

　
町
長　
今
年
度
は
地
震
を

想
定
し
た
町
、
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る

初
動
訓
練
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
計
画
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し

て
、町
職
員
は
参
集
訓
練
、

所
管
施
設
確
認
訓
練
、
災

害
対
策
本
部
設
置
運
営
訓

練
等
を
行
っ
た
。
消
防
団

は
災
害
情
報
収
集
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
な
ど
、
自

主
防
災
組
織
等
は
安
否
確

ケ
ア
事
業
を
新
設
・
実
施

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
制
度
の
継
続
・
拡
充
を

図
り
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
各
種
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、「
利
便
性

が
高
く
快
適
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
一
般
除
却

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
特
定
空
き
家
の
除
却

解
体
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

認
訓
練
、
ま
た
、
消
防
団

と
共
同
で
の
地
区
消
防
施

設
確
認
訓
練
を
行
っ
た

（⇒

関
連
記
事
Ｐ
３
）。
こ

れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
消
防

団
と
地
域
と
の
連
携
の
希

薄
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

へ
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
」
な
ど
を
狙
い
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
で

行
っ
た
安
否
確
認
訓
練
に

つ
い
て
は
、
統
一
し
た
確

認
方
法
で
な
け
れ
ば
地
区

に
よ
っ
て
差
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

町
か
ら
確
認
方
法
に
つ
い

て
指
示
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
安
否
確
認
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
組
織
ご
と

に
実
情
が
異
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
方
法

を
検
討
い
た
だ
き
、
取
り

入
れ
て
い
た
だ
く
も
の
と

し
て
お
り
、
現
在
、
町
と

し
て
統
一
し
た
も
の
は
示

し
て
い
な
い
。

域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
対

し
町
で
は
助
成
制
度
を
設

け
て
い
る
が
、
収
益
を
伴

わ
な
い
環
境
美
化
活
動
な

ど
を
行
う
団
体
は
、
補
助

金
が
終
了
す
れ
ば
継
続
が

難
し
い
状
態
で
あ
る
。
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
支

援
の
充
実
が
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長　

町
で
は
、「
や
っ

て
み
っ
べ
」
活
動
支
援
補

助
金
に
よ
り
、
公
益
活
動

を
行
う
団
体
の
取
り
組
み

止
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
従
来
の
助
成
制
度
を

継
続
し
な
が
ら
、
収
益
確

保
に
つ
な
が
り
に
く
い
公

益
活
動
に
対
し
て
も
有
効

な
、
新
た
な
支
援
制
度
の

創
設
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

い
て
は
原
則
公
募
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
現
在
、

委
員
の
公
募
を
行
っ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
公
募
実
施
の
必
要

性
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

私
の
思
い

　
よ
り
よ
い
町
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
自
分
事
と
し
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
町
は
情
報

公
開
を
徹
底
し
、
町
民
と

対
話
し
、
一
緒
に
考
え
て

い
く
機
会
を
積
極
的
に

作
っ
て
ほ
し
い
。

問　
町
で
は
政
策
を
決
定

す
る
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

会
議
か
開
か
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
町
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
べ
き
も
の

も
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
傍
聴
で
き
る
会
議
に
つ

い
て
は
、
開
催
日
程
や
会

議
録
を
広
く
公
開
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
す
べ
て
の
審
議
会

等
の
会
議
を
対
象
と
し

て
、
傍
聴
や
会
議
録
の
公

開
に
つ
い
て
定
め
た
規
程

は
設
け
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
規
定
し
て
い

る
。

　
現
在
、
傍
聴
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
も
、
告
示
の

み
を
行
い
、
広
報
等
で
開

催
日
を
知
ら
せ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
結
果
的

に
傍
聴
者
な
し
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。

　
今
後
は
会
議
開
催
前
に

を
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
２７
団
体
に
対
し
て
助

成
を
行
い
、
地
域
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い

る
。
一
方
、
助
成
期
間
は

最
大
で
５
年
間
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
状
況

を
見
る
と
、
助
成
期
間
の

終
了
と
と
も
に
活
動
を
休

中山中学校の卒業生が長崎駅待合室を清掃

審議会の日程等が告示される掲示板（中山町役場前）
ガラス戸を開けて見ることも可能です

日
程
の
周
知

を
行
う
こ
と

と
し
、
会
議

録
の
公
開
の

可
否
に
つ
い

て
も
併
せ
て

確
認
す
る
。

問　
関
心
の

あ
る
会
議
に

問　
岡
地
区
の
「
旧
柏
倉

家
住
宅
」一
帯
は
、総
延
長

１
０
０
０
ｍ
に
も
お
よ
ぶ

黒
塀
と
里
山
が
一
体
と
な

り
、
美
し
い
景
観
を
形
成

し
て
い
る
。
こ
の
美
し
い

街
並
み
を
未
来
に
残
す
た

め
に
も
、
街
並
み
景
観
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
景
観
形
成
の
た
め

の
制
度
は
、
行
政・住
民・

事
業
者
等
が
協
力
し
て

行
っ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
合
意
形
成

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、

景
観
づ
く
り
に
関
す
る
地

域
住
民
の
機
運
の
醸
成
を

図
る
た
め
、
所
有
者
を
含

め
た
地
域
の
意
見
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
歴
史
的
な

趣
や
景
観
の
保
全
に
努
め

て
い
く
。

私
の
思
い

　
中
山
町
を
愛
す
る
多
く

の
人
が
自
主
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
町
民
・
地
域

主
導
の
取
り
組
み
へ
の
積

極
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

町
民
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
公
募
枠
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

町
長　
町
で
は
平
成
２０
年

度
に
、
町
民
に
公
平
な
町

政
参
加
の
機
会
を
保
障

し
、
開
か
れ
た
町
政
を
推

進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
指
針
を
策
定
し
て
い
る
。

　
指
針
で
は
、
法
令
等
に

よ
り
委
員
の
資
格
が
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
、
専
門

的
な
知
識
や
経
験
を
要
す

る
も
の
、
町
民
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
事
項
を

審
議
す
る
も
の
な
ど
を
除

町
長　
総
合
発
展
計

画
に
掲
げ
る
ま
ち
の

将
来
像
「
郷
土
の
誇

り
を
未
来
に
つ
な
ぐ　

ひ
と
が
輝
く
健
幸
の

ま
ち　

な
か
や
ま
」

の
実
現
に
向
け
、
各

種
施
策
を
力
強
く
推

進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
町
内
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
地
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議会活動報告議会活動報告

１日４回のガイドツアーも好評です

流域全体で対策を検討する

特定都市河川の指定へ着々と進む
治山・治水特別委員会報告（委員長：佐東幸治）

　１１月９日、治山・治水特別委員会が開催され、国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務
所 流域治水課長 今野浩一氏を講師に迎えた勉強会を行いました。
　勉強会では、近年、東北地方で発生した水害の分析と、それに対しての国・県の対策状況について
の説明があり、今後、国・県と連携した町の対応の流れを確認しました。

令和２・４年の水害状況（最上川水系）

団体見学の受け入れが好調
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：夛田慎二）

　１２月８日、第２９回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催されました。
　今年度より受け入れを開始した団体見学については、平日に９団体、土・日曜日に８団体、その他
の視察については７団体あり、１１月末現在の九左衛門家住宅の来館者数は合計で１，４８８名だったこと
が報告されました。入館者数の３割強が事前予約の団体であったことから、今後も団体の平日受け入
れを継続していく意向が示されました。
　また、１１月３日に実施した秋の特別公開（前蔵特別公開と町民無料公開）では、前蔵見学を目的と
した方が多く、昨年の町民無料公開時（町民３０名）より多くの方が来館し、合計で７０名（一般２９名、
町民３７名、中学生以下の町民４名）だったことが報告されました。

正副議長再選・令和４年度決算を認定
最上川中部水道企業団議会報告

　惣右衛門家住宅の４日間限定（１０月２８日・２９日、１１月３日・
４日）の秋の特別公開では８７名の来館があり、初めて来館し
た町民の方もいたことから、町内への周知とともに公開を継
続していきたいとのことです。
　そのほか、九左衛門家住宅は前蔵の漆喰補修、また、惣右
衛門家住宅は屋根の補修を行ったことが報告されました。
　また、委員からは現在、閉館している冬期間（１２月〜２月）
の両家の活用についても、検討すべきとの意見が出されました。

令和２年７月豪雨（村山地域　村山市）
　令和２年７月２７日から２９日にかけて、前線および低気圧の影響によ
り、山形県と秋田県を中心に非常に強い雨となった。２日間で平年７
月１か月分の降水量を記録し、最上川の主要となる４か所の水位観測
所で計画水位を超過、観測史上最高の水位を更新した。

令和４年８月豪雨（置賜地域　川西町）
　令和４年８月３日から４日にかけて、前線および低気圧の影響によ
り線状降水帯が発生し、青森県や山形県を中心に非常に激しい雨と
なった。最上川の小出観測所においては、氾濫危険水位を０．７４ｍ超過
し、昭和４２年８月水害（羽越豪雨）時を超える、観測史上最高の水位
となった。

　１０月２７日、最上川中部水道企業団議会定例会が開催されました。
　統一地方選挙に伴い１市２町の選出議員が変更になったことから、正副議長選挙が行われ、議長に
は武田啓一郎議員（山辺町）、副議長には渡辺博文議員（中山町）がそれぞれ再選されました。その後、

水道事業収益 ６億５６３４万４２２円
水道事業費用 ５億４７２０万２８８０円
当年度純利益 １億９１３万７５４２円

資 本 的 収 入 ２８９６万６０００円
資 本 的 支 出 ４億２３５６万１９３１円

不 足 額 ３億９４５９万５９３１円
（損益勘定留保資金等で補てん）

石子沢川流域の特定都市河川の指定に向けた流れ
【目標】
令和６年

３月

（
令
和
５
年
３
月
１６
日
）

（
令
和
５
年
７
月
３１
日
）

（
令
和
５
年
１１
月
）

　これらの水害を受け、現在、国土交通省から出
された「最上川中流・上流緊急治水対策プロジェ
クト」による、最上川水系とその支川の河道掘削
などを１０年計画で実施しています。それに関連
し、町では国・県と協力し、内水被害が発生しや
すい石子沢川流域を特定都市河川としての指定に
向けて取り組みを進めており、山形河川国道事務
所 流域治水課と連携を図っています。
　特定都市河川指定後の施策として
は、「河川改修・排水機場等のハード
整備」「雨水貯留浸透施設の整備」「保
全調整池の指定」「浸水被害防止区域
の指定」「貯留機能保全区域の指定」
などを想定しており、石子沢川流域に
おいて最適な施策とするには、町全体
で協力することが重要です。
　そのため、１２月８日に治山・治水特
別委員会が再度開催され、上記の内容
を、町と議会が協力して進めていくこ
とを全会一致で承認しました。

　１１月２７日、企業団管内の配水場や連絡管接続箇所、また、山形市の上下水道部水道技術研修施設、
松原浄水場を視察しました。施設の老朽化問題と耐震化など、災害に強い送配水施設工事の現状を改
めて確認できた研修となり、今後の事業計画に積極的に生かしていきます。

視察研修が行われました

令和４年度の事業会計利益の処分および決算の認定
（詳細は右表のとおり）と、企業団職員の育児休業等
に関する条例の一部を改正する条例の制定の２件につ
いて、原案のとおり可決、認定されました。
　また、１２月１９日、臨時会が開催され、インボイス制
度に伴う受託収益増や人事院勧告による人件費増な
ど、令和５年度事業会計補正予算（第１号）について、
内容の説明、質疑、討論、採決が行われ、原案のとお
り可決されました。
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コンパクトな施設に最新の技術
（紫波町汚泥再生処理センター）

各地の事例を挙げながら話す宮本氏

石子沢川流域の安全について　両町が学ぶ

将来の日本農業の課題と議会のあり方は
山形県町村議会議員研修会報告

監査委員に 村山 隆 議員（中山町）を選任
山形広域環境事務組合議会報告

　１０月２０日、令和５年度町村議会議員研修会が山形国際交流プラザで開催され、県内の町村議会議員
全員が参加しました。研修会では講師２名による講演が行われ、主な内容は下記のとおりです。

　１０月３０日、山形広域環境事務組合議会臨時会が開催されました。上程された議案は以下の１件です。
◦山形広域環境事務組合監査委員の選任について
　監査委員の佐竹英規氏（当町選出）が、辞職されたことに伴い、新たに監査委員を選任するもので、

効果的な一般質問を！
村山地方町村議会議長会　議員合同研修会報告

石子沢川の治水について、両町議員が学ぶ
山辺町・中山町両町議会議員協議会報告

　食料問題は国レベルでの課題であり、国民全体が他国とのつながりや相互依存関係を理解し、情報を
共有して、長期的な視野で取り組んでいかなければならないと感じ、今後の活動に生かしていきます。
　また、議員のなり手不足問題については、さまざまな意見があり、今後も議論が必要と思います。

　１２月２０日、大江町ふれあい会館にて、村山地方町村議会議長
会主催による議員合同研修会が行われました。
◦講演『一般質問本番の取り組み方』
　　　　日本公共経営研究所代表　宮本 正一 氏
　議員が執行機関に対して行う一般質問ですが、その効果的な
質問づくりのためには、住民の声を直接聞くことに加え、国や
県などの情報、ネットの活用、直接電話をして担当者に話を聞
くなど、あらゆる手段で情報を収集する必要があること、また、

　１２月１５日、ひまわり温泉ゆ・ら・らを会場に、山辺町・中山町両町議会議員協議会が開催されました。
今回は、国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所より、今野浩一流域治水課長をお招きし、両
町の共通課題となる事項２点について学びました。

住民に代わって行政評価・経済効果を測定するためには、予算だけでなく決算をしっかり見極めるこ
と、そしてそのポイントについて学びました。
　自身の経験を生かされた大変具体的な内容で、一般質問の重要性を改めて確認しました。次回から
早速実践していきたいと思います。

　研修では、その作成を通じて住民一人ひとりが取るべき避難行動を理解することができる、という
ことを学び、災害時の早期避難の実現に向け、本計画を広く普及させる必要性を感じました。
　『備えあれば憂いなし』。

　１０月３１日から１１月１日にかけ、山形広域環境事務組合議会視察
研修が行われました。
研修先：①大崎広域中央クリーンセンター（宮城県大崎市）
　　　　②大崎広域リサイクルセンター　 （　　 〃 　　）
　　　　③紫波町汚泥再生処理センター　 （岩手県紫波町）
　視察の目的として、①は、ごみ焼却施設の効率性の調査、②は、

視察研修が行われました

当組合において来年度から行われる予定のペットボトル分別回収・リサイクル業者への受け渡しの‌
実証実験等のための視察、③は、改修工事がまもなく完了する山形広域クリーンセンターにおける‌
汚泥処理の先進事例の調査などでした。
　当組合にとって、４年ぶりの行政視察でした。『百聞は一見にしかず』。

◦講演「今後の日本農業の課題
　　　　　　～食料・農業・農村基本法の改正～」
　　　　東京大学大学院農学生命科学研究科
　　　　農学国際専攻国際環境経済学研究室教授
� 鈴木　宜弘 氏
　‌�　飢餓は他人事ではない。２０２０年度の食料自給率約３８％
（カロリーベース）、約６８％（生産ベース）、種や肥料も
考慮した実質的自給率は１０％あるかないかと言われてい
る。他国で紛争などがあると食料の価格が上がり、私た
ちの生活に影響をおよぼすなど、お金があっても、食料
が手に入らない時代もありうる。独立国日本としてどう
すべきか、課題を示された。

◦講演「町村議会のあり方
　　　　　　～議員のなり手不足問題～」
　　　　大正大学社会共生学部公共政策
　　　　学科教授� 江藤　俊昭 氏
　‌�　止まらない投票率の低下と無投票当選

者率の増加。町村投票率は首長が６０．
８％、議会議員が５５．５％（２０２３統一地方
選挙全国平均）である。

　‌�　議会に関心を持ってもらうために、
「議会だより」などを通して、住民の意
見を取り入れながら議会の活性化と透明
性を図っていく。

当町選出の村山隆議員が選任、同意されました。任期は、令和６年７月９日までとなります。

お気軽にお越しください。 お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。３３月月４４日（月）〜日（月）〜１３１３ 日（水）日（水）次回の定例会は

◦研修内容
⑴ 特定都市河川制度について
　治山・治水特別委員会でも同様の内容（⇒関連記事�
Ｐ１２）を先んじて学んだところですが、石子沢川流域で
の特定都市河川制度の実施に向け、その流域の一部に含
まれる山辺町にも、制度への理解および流域としての取
り組みに関して周知が図られました。
⑵ 避難行動計画（マイ・タイムライン）について
　本計画は、災害時の逃げ遅れゼロを目標に、事前の避難
計画等の充実を促すためのツールとして開発されました。

15 令和６年２月１日 発行令和６年２月１日 発行 14なかやま議会だより No.2８なかやま議会だより No.2８



みんなで楽しんだ11月のおばけやしき

７月は消臭剤づくりワークショップを行いました。豊田地区では月１回活動しています。
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その議案に私は賛成、私は反対
その議案に私は賛成、私は反対
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長佐
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司
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鎌
上
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議第
２９号

令和４年度中山町一般会計歳入歳出決算の認定について

＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度中山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度中山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度中山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度中山町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度中山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について３０号
令和５年度中山町一般会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ１億３１３６万２０００円増額し、
歳入歳出予算総額を５３億３５０７万２０００円とする ＊ ○ ○ ○ ● ○ ○

３１号
令和５年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ３７１４万円増額し、歳入歳出予算総額を
１１億９５５４万２０００円とする ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３２号
令和５年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ６０万４０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１億６３１１万３０００円とする ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３３号
令和５年度中山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ７３２８万６０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１４億４２８３万９０００円とする ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３４号
令和５年度中山町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算の総額をそれぞれ変更せず、歳入歳出予算総額を
４７５１万８０００円とする

＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３５号

令和５年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ３１万７０００円増額し、歳入歳出予算総額を
４億８６７８万４０００円とする ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３６号
中山町教育委員会委員の任命について中山町教育委員会委員１名の任期が満了するので、その後任者を
任命するに当たり、議会の同意を求めるため ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○３７号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、引き続きその候補者を推薦する
に当たり、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見
を求めるため ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○３８号
令和５年度中山町一般会計補正予算（第５号）について
歳入歳出予算それぞれ３２７０万円増額し、歳入歳出予算総額を
５３億６７７７万２０００円とする ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３９号 食料・農業・農村基本法の見直しに関する意見書の提出について
（⇒詳細は９ページへ）

＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月定例会 採決状況
○賛成　●反対　 欠席　 退席

鎌上徹議長、須貝勝司議員、夛田慎二議員は病欠。
＊注：議長は採決に加わりません。（鎌上徹議長が欠席のため、佐東幸治副議長が議長の職務を代行しました。）

　私は、令和５年度一般会計補正予算（第４号）について、一部反対します。

　物価高騰対策として、国・県からの地域消費喚起推進事業費補助金を活用し、町民１人当たり５０００円の地

域商品券事業を行うことは大いに賛成です。ただ、それにより、当初予算に組み込まれたプレミアム付き

クーポン券発行事業を取りやめることは本来の趣旨から逸脱しており、町の商工業の振興に対し逆行してい

ます。この観点から私は反対します。

討論 議第３０号 令和５年度中山町一般会計補正予算（第４号）について 村山　隆 議員
●反対
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８
月
定
例
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ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

№２１
大好き!

なかやま
子
ど
も
た
ち
と
共
に
つ
く
る

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
「
ま
ち・ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、中
山
町
が
大
好
き
で
、町
内
外
で
活
躍
す
る
元
気
な「
若
者
」に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　
第
２１
回
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
サ
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ー
ト
し
て
い
る

『
あ
っ
と
ほ
ー
む
ま
め
太
』
さ
ん
で
す
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活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
き
っ
か
け

は
身
内
で
の
小
さ
な
お
祭
り

ご
っ
こ
で
し
た
。
そ
の
後
、

町
内
で
子
ど
も
た
ち
向
け
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ち
ょ
っ
と
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祭
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し
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私
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活
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こ
れ
ま
で
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活
動
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思
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お
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か
せ
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だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年

度
よ
り
、町
の「
や
っ
て
み
っ

べ
」
活
動
支
援
補
助
金
を
活

用
し
て
さ
ら
に
規
模
を
拡
大

し
て
活
動
し
て
お
り
、
昨
年

５
月
に
１
回
目
の
「
こ
ど
も

祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１１
月
に
は
、
２
回
目
の
こ

ど
も
祭
り
に
向
け
た
話
し
合

い
の
中
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を

『
ま
め
太
』さ
ん

『
ま
め
太
』さ
ん

知
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
活

動
し
て
、
よ
り
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
ま
た
、
ど
ん
な
形
で
も
、

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
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も
と
に
、
長
崎
小
の
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
『
お
ば
け
や

し
き
』
を
、
豊
田
小
の
子
ど

も
た
ち
と
『
木
の
コ
ー
ス

タ
ー
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち

が
お
店
の
準
備
、
店
員
と

な
っ
て
お
客
さ
ん
と
や
り
と

り
を
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
つ

く
り
あ
げ
る
お
祭
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を
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催

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
ひ
と
つ
の
居
場
所

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

中
山
町
の
魅
力
を
感
じ
る

と
こ
ろ
、
ま
た
、
足
り
な

い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
中
山
町
の

方
は
、
皆
さ
ん
と
て
も
温
か

『
ま
め
太
』さ
ん

プロフィール

い
人
柄
で
、
一
人
ひ

と
り
の
距
離
感
が
近

い
と
こ
ろ
が
魅
力
的

だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
だ
団
体
設
立

１
年
目
で
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
状
態
の

私
た
ち
を
、
子
ど
も

た
ち
や
地
域
の
方
々

が
温
か
く
支
え
て
く

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでもらえる内容にするため、
感想・意見をいただいている「広報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については検討させ
ていただきます。ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ �ページごとに活字の大きさが違うことで紙面に変化が
生まれ、読者の目を引きつけています。

◦‌ �決算認定については、減収となった理由の説明があれ
ばよかったと思います。

◦‌ �「討論」の掲載は反対・賛成の理由などを知ることが
できるため大変よいことで、もっと大きく取り上げては。

◦‌ �議会を傍聴された方の感想なども掲載してはいかがで
しょうか。

連 絡 先 TEL：０２３-６６２-４３７０　 FAX：０２３-６６２-２５３８
E メール：gikai@town.nakayama.yamagata.jpな

か

やま
議会だよりモニター

随時
募集中

今号の表紙 令和６年が良い年でありますように
　　　　昨年末、中山町子育て支援センターで、親子による「絵馬づくり」が‌
行われました。子どもたちは保護者と一緒に完成させた絵馬を持っていい笑顔。‌

「この笑顔がずっと続きますように」そんな思いが聞こえます。
　また、１月１４日、ひまわり温泉ゆ・ら・ら前で「初市」が行われました。福を‌
呼ぶ縁起物「団子木」や「初あめ」などが販売され、天候にも恵まれて、会場は
たくさんの笑顔にあふれていました。

　中山町議会では、令和６年能登半島地震による被災者支援を目的に、日本赤十字社を通し１０万円の義援金を贈り
ました。被災された方々に心からお見舞いを申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。

お詫びと訂正　‌ �前号のまち・ひとインタビューでご紹介した東海林さんにつきまして、プロフィールの
名前のふりがなに誤りがありました。正しくは、「とうかいりん　まさちか」さんです。

　　　　　　　お詫びして訂正いたします。

「 町 民 の 笑 顔 」 写 真 を 募 集 し ま す
なかやま議会だよりでは、「町民の笑顔」シリーズとして、皆さんの笑顔を表紙で紹介しています。自慢の笑顔写真をお持ちの方は
ぜひお寄せください。応募方法などについては、議会事務局（☎０２３－６６２－４３７０）までお問い合わせください。

第27号から

えがお
なかやま

シリーズ

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ ※イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベ ントイベ ント情報山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

お達磨の桜公園さくらまつり
①令和６年４月開花～
②‌�中山町大字達磨寺地内（町の南部。集

落より東方に約１．３㎞程の須川左岸）
③‌�高さ１２ｍのエドヒガン。樹齢約７５０年

の巨木は県指定天然記念物です。期間
中はライトアップが行われます。

④‌�中山町観光協会 ℡０２３-６６２-２１１４

中山
町

かみのやま城のひなまつり
①‌�令和６年３月２日（土）～３１日（日）
　‌�９：００～１７：１５（入館は１６：４５まで）
　‌�（料金）大人４２０円、高校・大学生３７０円
　小・中学生５０円（土曜日は小・中学生無料）
④‌�公益財団法人 上山城郷土資料館
� ℡０２３-６７３-３６６０

上山
市

上山市民俗行事 加勢鳥
か せ ど りか せ ど り

①‌�令和６年２月１１日（日・祝）
　１０：００～１５：１５
②‌�上山城～市内
③‌�ケンダイというミノをかぶった若者に

祝いの水をかけ、五穀豊穣と商売繁
盛、火伏せを祈る冬の風物詩です。

④‌�一般社団法人上山市観光物産協会
�  ℡０２３-６７２-０８３９

上山
市 霞城観桜会

①‌�令和６年４月上旬～中旬
　（桜の開花状況による）
②‌�霞城公園
③‌�各種桜関連のイベント、
　ライトアップ等。
④‌�山形市商工観光部 
　観光戦略課 回遊推進係
　℡023-641-1212（代表）（内線424）
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『あっとほーむまめ太』
みんなが笑顔になれる、子どもの
自己表現の場を目的に２０２２年９月
設立。メンバーは３名。
名前の由来は、子どもたちが大き
くなっても来れる居場所になれる
ように「あっとほーむ」の字を優笹笹

さ さ きさ さ き

木木美美
み さ きみ さ き

左貴左貴
さんさん

笹笹
さ さ きさ さ き

木木美美
み ゆ きみ ゆ き

由貴由貴
さんさん

大大
おおにしおおにし

西西瑠瑠
りゅうやりゅうや

弥弥
さんさん

しいイメージのひら
がなにしています。

「まめ太」は笹木家
の犬の名前。活動の様子はこちらから

▲

令和６年能登半島地震に対し義援金を贈呈しました令和６年能登半島地震に対し義援金を贈呈しました
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